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会 議 録 

会議の名称 令和４年度第２回国民健康保険運営協議会 

開 催 日 時 令和５年２月２日（木） 14時 00分から 15時 00分まで 

開 催 場 所 座間市立市民文化会館（ハーモニーホール座間）大会議室 

出 席 者 

 国民健康保険運営協議会 

  

公益代表 瀬戸 晃 加藤 学 星野 久美子 

 清水 剛   

被保険者代表 鈴木 健夫 米井 郁代 小泉 聡 

 大塚 とよ子   

保険医代表 中村 雄大 永野 芳郎 土井 美穂子 

被用者保険等保険者代表  内田 明   
 

事 務 局 
健康部長、参事兼国保年金課長、国保係長、徴収係長、給付係長、 

国保係主事 

議 題 ⑴ 会長及び会長代理の選出  

報 告 

⑴ 令和５年度国民健康保険事業特別会計当初予算（案） 

⑵ 国民健康保険制度の改正関係 

⑶ 令和５年度事業運営について 

 

会議の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 委嘱状交付 

 

３ 市長あいさつ 

 

４ 定足数の確認 

 

５ 議事 

会長及び会長代理の選出 
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６ 報告 

⑴ 令和５年度国民健康保険事業特別会計当初予算（案） 

⑵ 国民健康保険制度の改正関係 

⑶ 令和５年度事業運営について 

 

【⑴ 事務局より説明】 

 

【会長】 

事務局からの説明について、質問があればお願いする。 

 

【委員】 

歳入に関して、繰入金の一般会計繰入金が前年度と比べると２憶２，５

８９万４千円少なくなっている。 

前年では入れていなかった基金繰入金が７憶１千３９５万によるものか

と思う。 

基金を令和５年度予算に繰り入れた場合に、次の年はどうなるのか。 

 

【事務局】 

現在の県の方針では「前年度に積み立てたものを翌年度に取り崩す」こ

とについては、決算補填目的で繰り入れているわけではないという考え方

が示されている。 

「前の年に繰入れたものを翌年度に取り崩す」ことは可能なので、また

年度末に同じことを行う。 

基金を積み立てる目的で繰り入れた上で、翌年取り崩すということを繰

り返すことになるが、その決算の方法に問題はないと県から回答を得てい

る。 

 

【委員】 

たとえば令和５年度に大きな医療給付費が掛かり、令和３年度のように

８憶円残すということができなかった場合は、一般会計からの法定外繰入

を行うこととなるのか。 

 

【事務局】 

年度間の調整では、ある程度余裕を持って基金を積み立てることとなる。 
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【委員】 

昨年度保険税率が上がったが、財政調整基金は保険税を積み立てていく

ことになると思うがこれ以上上がってはいけない。 

一方県からは、県が示す保険税率より本市は税率が低いことから統一す

る方針を示されてる。 

市民の負担が増えてしまうというのは避けなければならない。 

 

【事務局】 

県域に運営が移っているということは、今後、令和１８年に全て県が直

接的に賦課徴収をしていくこととなる。 

市で運営自体ができなくなるため、税率が上がらないようにすることは

難しい。 

また、保険給付費自体がどうなっていくかという点と、納付金の額がど

う動くかという点は一律で連動しているわけではない。 

一般会計は国保以外の方の税が投入されていることから、解消のために

取り組んでいく。 

 

【委員】 

総務費の賦課徴収費が前年と比べてかなり増えているが、これについて

説明をお願いする。 

 

【事務局】 

歳出の賦課徴収費の増えた要因の一例として、納税通知書を送付するに

当たって封入封緘を委託しているが、令和５年度からは、出力も含めて委

託する方法に変えることとした点がある。 

 

【委員】 

金額的として４，１７０万５千円増えているが、それ以外には何が増え

ているのか。 

 

【事務局】 

賦課徴収費については委託をしていくが、一方でその他の消耗品や、残

業代といった人件費の部分は一般管理費に該当し、この部分は相殺されて



4 

 

下がっている。 

そのため、一方的に上がっているというわけではない。 

もう一つの要素としては、今まで国民健康保険の中で現年度課税分と滞

納繰越分について、両方とも賦課徴収業務を行っていた。 

４月以降組織が新しくなり、滞納繰越分については専門の徴収部門がで

きた。 

そこに負担金として支払う部分は賦課徴収費に含まれており、その分が

増えている。 

 

【委員】 

滞納している人への対応は、何か変わってくるのか。 

また、マイナンバーカードが保険証となるが、これによって国保の予算

的に何か変わってくるところはあるか。 

 

【事務局】 

引き続き、本人の資力に応じてしっかりと対応する。 

いわゆる「マイナ保険証」と言われているマイナンバーカードについて

は、紐付けるための補助以外に行うことはない。 

 

【委員】 

配布資料に「被保険者数の減少及び収納率の低下により歳入が減少傾向

にある」と書かれているが、これは「被保険者数が減った＝納付者数が減

った」ということなのか、未納者がいて、未納していることによって歳入

に影響がある、ということなのか。 

また、未納額はどのくらいの割合であるのか。 

 

【事務局】 

全体の傾向として、被保険者は後期高齢に移る方が非常に多くなってお

り、今まで国民健康保険の対象となっていた中小企業に勤めている方も、

国の方針で被用者保険に移っている。 

このため、収納率の問題か、被保険者の減少の問題かということでは、

被保険者の減少が大きな要因となっている。 

収納率については、令和３年度の現年度分の決算収納率は９０．９３％
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だったが、令和２年度から令和３年度にかけて約１％増加していたため、

さらにもう１％伸びる見込で当初の予算編成をしていた。 

しかし、現段階でも昨年度の収納率にも追いついておらず、このままで

は、昨年度の収納率にも及ばない見込である。 

 

【委員】 

その点は、市役所の組織改正で改善していくのか。 

 

【事務局】 

市税と国民健康保険税の両方を滞納している方もかなりいるため、一元

的に取り扱うことによって、より効率的な徴収を行うというのも、大きな

目的となる。 

 

【委員】 

令和５年度の収納率について、その数字は実数に近い数字とのことだっ

たが、どの程度の数値なのか。 

 

【事務局】 

令和３年度の実績が９０．９３％であり、現状で１％弱減っている状況

のため、令和５年度については８９％後半の数字で積算している。 

 

【会長】 

他には。 

 

【質疑なし】 

【⑵ 事務局より説明】 

 

【会長】 

 事務局からの説明について、質問があればお願いする。 

 

【委員】 

会議資料に「影響額見込約２６０万」と記載があるが、５割軽減、２割

軽減の対象世帯が２６０万円軽減されるとされるということでいいのか。 
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【事務局】 

２８万５千円から２９万円に引き上げられることによって、軽減の対象

の世帯が広がることとなるが、その部分について２６０万円程度を見込ん

でいる。 

 

【委員】 

コロナ禍による収入減等の影響があったのか。 

 

【事務局】 

全体として収納率等に表れている。 

今回の制度改正について、①（国民健康保険税課税限度額の引き上げ）

は、収入が増えるというもの。 

②（出産育児一時金の支給基準額の改定）は、支出が増える見込である。 

③（国民健康保険税軽減措置の見直し）は、収入が減るもの。 

全体で負担できるところは負担し、一方、負担が大きい方については出

産育児一時金などで減額措置を講じるという制度改正になっている。 

 

【委員】 

④番（産前産後の国民健康保険料（税）免除）について、所得制限など

はあるか。 

 

【事務局】 

まだ国から詳細が示されていない。 

この資料を作成するに当たっては、国からの通知に基づき作成した。 

 

【会長】 

他には。 

 

【質疑なし】 

【⑶ 事務局より説明】 

【会長】 

 事務局からの説明について、質問があればお願いする。 
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【委員】 

行政組織が変わり、滞納整理事務が債権管理課に移ることによって収納

率や収納方法等の面において本市にプラスになるのか。 

 

【事務局】 

 悪質な対応と本人の資力によるものとで対応は異なる。 

今まで別々に徴収していた事務を合算して行っていくことで、悪質な滞

納者をまとめて処分することができたり、資力がない方への対応をしっか

り行うことができると思っている。 

 

【委員】 

②「全期前納（口座振替）を開始します」について、市側のメリットデ

メリットは何か。 

また、想定される利用人数は。 

 

【事務局】 

市のメリットとして口座振替手数料の削減が挙げられる。 

デメリットとして、国民健康保険税は税額変更が多い税目であるため、

増額分が追加で口座振替されたり、減額になった場合に還付されることが

分かり辛い点が挙げられる。 

 

【委員】 

④保険事業の実施計画について、３０年から実施していると思うが、結

果を教えていただきたい。 

 

【事務局】 

現在の実施計画には特定健康診査の目標値や保健指導の目標値を記載し

ている。 

次期の計画にも目標数値が記載されると見込んでいる。 

現在は特定健康診査、特定保健指導のどちらも目標を達成できていない。 
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【会長】 

他には。 

 

【 質疑なし 】 

 

７ 閉会 

 

 


